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家畜排池物堆肥によるキャベツ栽培
一堆肥でキャベツ栽培一

はじめに

本県の畑地はシラス台地上の黒色火山灰土壌が

約 7割を占めている。シラス台地畑土壌は保肥

力，保水力が小さく，養分の下層土への溶脱が大

きい。したがって，土壌による養分の低濃度化，

浄化能力も小さい。一方，本県で産出される家畜

排世物を全農耕地に還元すると，窒素で10アーノレ

当たり 40kg以上に達する。

このような実態から，一部の地域では水系を含

めた環境汚染が発生している。そこで，家畜排池

物を主体とした露地野菜の省施肥体系技術を確立

することによって，河川水，地下水，井水の硝酸

態窒素濃度を低減することが急務となっている。
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み合わせ，系全体として野菜の高品質化生産と物

質循環のクリーン化を図る必要がある。

ここでは，冬作キャベツの養分供給を家畜排池

物で代替し，夏作甘しょで残存養分をクリーニン

グしつつ高収量を維持し，生態系に調和した野菜

の高品質・安定生産システムを構築する。

1. 家畜排j世物だけでキャベツを栽培し，夏作物

でクリーニング

牛ふん堆肥，豚ぷん堆肥，鶏ふん堆肥だけでキ

表 1 試験区の構成 kg/10a 

区幻??ii 基肥 追肥

N P20S K20 N K20 

一方，野菜の高品質化を図るためには，有機物 l.対 照 12 15 12 3 3 

を主体とした養分供給であっても，野菜の生育に 2.牛ふん堆肥 I 37.5 

好適な高濃度の養分供給を必要とする時期があ 3豚ぷん堆肥I30.0 

る。また，有機物の養分は 1作では，その一部し | 
4鶏ふん堆肥 I 25.0 

か有効化せず，野菜栽培だけで，高品質生産と系 l T 

全区とも普通耕で，有機物，化学肥料もその位置に施用した。
外流出を少なくすることの両立は困難である。そ 対照区は硫安，過石、塩加。

こで，残存した養分を効果的に吸収する作物と組 また，全区に苦土石灰100kg/l0aを施用o
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ャベツを栽培し，夏作の甘しょで残存した養分を

クリーニングする方法で， 3か年試験を継続した

(表 1)。なお，窒素肥効率を牛ふん堆肥 4割，豚

ぷん堆肥 5割，鶏ふん堆肥を 6割として，キャベ

ツを栽培し，夏作甘しょには対照区の半量の化学

肥料を施用して栽培した。

土壌条件は厚層多腐植質黒ボク土(久米川統)

表 2 供試有機物の化学性

で，キャベツ品種は金系 201を供試した。

育苗は 128穴のセルトレイを用い，培養土は与

作 N-150にマイクロロング40で窒素 250mgL-l

に調整した。

家畜排出物堆肥の窒素肥効率を勘案して施用 し

たために，牛ふん堆肥のカリウム施用量は結果的

に多くなった。また，鶏ふん堆肥は採卵鶏を供試

労(現物) したためにカノレシウム含有率が高い

ものを施用した(表 2)。pH EC T-C T-N NH4・NNOjN P 

dSm-1 X10mgkg-1 

牛ふん堆肥I55.8 .7.4 3.1 13.5 0.57 12 128 0.66 1.41 0.49 0.32 

豚ぷん堆肥 I28.1 7.8 7.3 25.8 3.92 702 12 3.16 2.16 3.78 1.07 

鶏ふん堆肥 I22.9 8.6 5.6 23.1 2.40 263 9 2.19 2.03 8.94 0.63 

K Ca Mg 

図 1 3か年のキャベツの結球収量
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図 2 収穫時の結球中養分含有率(乾物)
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3か年の平均 キャベツ 結球重で

は，家畜排池物堆肥だけで栽培した

ものが対照区(化学肥料栽培区)を

上回った(図 1)。なかでも， 鶏ふ

ん堆肥区はその効果が大きく， 6% 
程度増収した。このなかで，牛ふん

堆肥区の結球収量は連用 2年目まで

は他の家畜排池物堆肥区を下回った

が， 3年目になって増収した。

このことは，牛ふん堆肥は他の家

畜排池物堆肥に比べ，窒素肥効が遅

効性で，当然単年度の窒素投与量が

多くなる。それに伴い，土壌蓄積量

も多くなり，連用が相乗効果となっ

て，土壌からの窒素無機化量も多く

なったためと考えられる。

収穫時の結球中全窒素含有率は家

畜排池物だけで栽培したものが低く

なったが，牛ふん堆肥，豚ぷん堆肥

で栽培した結球中のカリウム含有率

は対照区を上回った(図 2)。一方，

結球中の硝酸態窒素含有率は鶏ふん

堆肥区で若干高く なったが，問題に

なる程度ではなかった。

また!~;~i J.求 9 外葉ともに対照区の全

窒素吸収量が最も多く，家畜排池物

堆肥施用区のなかでは，豚ぷん堆肥

区が低くなる傾向であった(図 3)。

つまり，家畜排池だけで栽培した

キャベツが収量は高 く， 全窒素含有

率，全窒素吸収量は低くなる結果に

なった。このことは，農作物の全窒

素低濃度化に寄与したことはもちろ
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図 3 収穫時の全窒素吸収量
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ん，一時期に高濃度の窒素が供給さ

れなかったこともうかがえる。

最近，有機農産物で，ある種の病

気が治策したとかアトピーの症状が

軽減されたとかの話題を良く耳にす

る。

ここで，有機栽培されたキャベツ

の総ビタミン C，抗酸化能， Brix等

を検討した(図 4)。

牛ふん堆肥で栽培されたキャベツ

の結球中の総ビタミン Cは増加する

傾向で，これは還元型ビタミン Cの

上昇に起因することが判明した。

また，抗酸化能は低いほど良いと

されているが，これも牛ふん堆肥で

栽培さそたキャベツ結球が低くなっ

た。これらの現象は試験反復数を今

後増やさないと一概に結論づけられ

ないが， 有機栽培農産物が化学肥料

栽培のものと内容成分が異なるとす

れば興味ある結果である。

家畜排j世物施用に伴う養分溶脱状

況を把握するために写真 1の装置を

ほ場内に埋設した。

ヰャベツ生育期間中の窒素溶脱量

をみると，鶏ふん堆肥区が多く，牛

ふん堆肥区，豚ぷん堆肥区の順で，対照区が最も

低い傾向であった (図 5)。 これらの傾向はポー

ラスカップで採取した土壌溶液中の硝酸態窒素含

量の動態と同様の傾向であった。

3作目のキャベツ生育期間中の硝酸態窒素溶脱量

匝

対照 牛ふん堆肥 豚ぷん堆肥 鶏ふん堆肥

図 4 キャベツの内容成分(新鮮物) (抗酸化能:津志団法)
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写真 1 土壌溶液採取装置

(内径 30cm，深さ 35cm)
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表 3 収穫跡の土壌の化学性 %(乾土)

pH EC T-C T-N NH4-N N03-N tr-P20S CEC K Ca Mg 
(H20) dSm-1 mgkg-1 cmol (+) kg-1 

1.対 照 6.0 0.06 8.40 0.41 4 3 96 31.1 0.24 14.4 0.98 
2.牛ふん堆肥 6.5 0.05 8.98 0.47 5 <1 395 33.6 1.19 17.1 4.28 
3.豚ぷん堆肥 6.3 0.04 8.26 0.48 4 <1 251 33.3 0.35 18.4 2.45 
4.鶏ふん堆肥 6.4 0.05 9.02 0.51 6 2 193 36.8 0.38 20.7 2.28 

表 4 みかけの施肥窒素の収支 kgha-1 

'95キャJミツ '95甘しょ '96キャベツ '97甘しょ '97キャベツ 5作合計

施肥窒素吸収量 施肥窒素吸収量 施肥窒素吸収量 施肥窒素吸収量 施肥窒素吸収量 施肥窒素吸収量残存窒素

l対 照 150 200 80 120 150 

2.牛ふん堆肥 375 227 40 200 375 

3.豚ぷん堆肥 300 241 40 101 300 

4鶏ふん堆肥 250 266 40 107 250 

収穫後の土壌では， 全炭素， 全窒素含量が家畜

排池物堆肥の連用で上昇するのは当然であるが，

ドノレオーグリン酸含量もかなり増加した。また，

交換性カリウム，マグネシウム含量は牛ふん堆肥

区での増加が顕著に認められた(表 3)。

ここで， 1995年か ら3か年間のみかけの施肥窒

素収支をみてみると，残存窒素は牛ふん堆肥が最

も多く， 対照区が低い傾向であった(表 4)。 こ

のことば， 午J与えん堆肥は吸収窒素以外(作物生産

写真 2 キャベツの生育状況

手前から対照区，牛ふん堆肥区，豚ぷ

ん堆肥区， 鶏ふん堆肥区

189 

159 

192 

220 

80 160 150 204 610 873 -263 

40 142 375 185 1205 913 292 

40 143 300 162 980 839 141 

40 147 250 180 830 920 ー 卯

に寄与 しない窒素)のものが多く，牛ふん堆肥だ

けで作物生産する際には投与量が多くなり，結果

的には将来的にわたって環境負荷につながること

が示唆された。

3. まとめ

牛ふん堆肥，豚ぷん堆肥，鶏ふん堆肥だけで窒

素肥効率を勘案し，冬作キャベツ栽培を行い，残

った養分を夏作甘しょでク リーニングしつつ，高

生産を維持するシステムを検討したO

その結果，家畜排池物堆肥だけでのキャベツ栽

培は十分可能であっ た。しかし，カリウム吸収量

の高い甘しょでクリーニングしたにも関わらず，

牛ふん堆肥の土壌への全窒素，交換性カリウムの

蓄積量等は多かった。こ のことは，牛ふん堆肥は

もともとカリウムを多く 含有する資材であるが，

窒素肥効率が低いために牛ふん堆肥だけで栽培し

ようとすると多量に施用しなければならなし、。そ

のことが，これ らの現象を引 き起こすことが明ら

かになった。したがって， 今後は作物吸収特性に

合致 した有機物のブレンド施用，あるいは化学肥

料とのブレンドが重要と考える。


